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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ヒドロキシアルキル尿素、多価アルコールおよび増粘性高分子を含有する組成物をシー
ト状基材に含浸させてなる皮膚用パック化粧料。
【請求項２】
　増粘性高分子が、アクリル酸アルキル共重合体である請求項１に記載の皮膚用パック化
粧料。
【請求項３】
　更に、リン脂質重合体を含有してなる請求項１又は２に記載の皮膚用パック化粧料。
【請求項４】
　リン脂質重合体が、２－メタクリロイルオキシエチルホスホリルコリン・メタクリル酸
ブチル共重合体である請求項３記載の皮膚用パック化粧料。
【請求項５】
　前記シート状基材が、不織布である請求項１～４の何れかに記載の皮膚用パック化粧料
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、皮膚用パック化粧料に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　従来より、皮膚に対して潤いを付与する手段として、シート状基材に組成物を含浸させ
たパック化粧料がある。このようなパック化粧料の利点は、皮膚上にシートを密着させる
ことによって閉塞効果を高め、優れた潤いを付与できることにある。
【０００３】
　このような従来技術としては、水溶性高分子と多価アルコールを含有する化粧料組成物
を不織布に含浸させてなる不織布含浸化粧料（例えば、特許文献１を参照）、水溶性高分
子と植物エキスを含有するジェル状化粧料組成物を不織布に含浸させてなるシート状パッ
ク化粧料（例えば、特許文献２を参照）などが提案されている。
【０００４】
　しかしながら、これら試みに拠って密着感を高め一時的に潤いを付与することはできる
ものの、その効果の持続について満足しうるものではない。また、使用性においても皮膜
感やべたつき感などが生じるといった問題があった。
【０００５】
　一方、潤いを持続させる手段としては、非イオン性界面活性剤、保湿剤、油剤を含有す
る乳液をシートに含浸させたパック化粧料（例えば、特許文献３を参照）、多価アルコー
ル、高級アルコール、高級アルコール以外の油剤、乳化剤、水を含有する乳化組成物を支
持体上および／又は支持体内に保持させたシート状パック化粧料（例えば、特許文献４を
参照）などが提案されている。
【０００６】
　しかしながら、これら試みに拠って潤いを持続させることはできるものの、密着による
閉塞効果に劣り、使用性においても皮膜感やべたつき感などが生じるといった問題があっ
た。
【０００７】
　また、これら従来技術においては、閉塞効果がもたらす皮膚に対する刺激について十分
な検討がなされていない。
【０００８】
【特許文献１】特開平１０－２７９４２９号公報
【特許文献２】特開２００２－１１４６６４号公報
【特許文献３】特開２００３－３４２１２５号公報
【特許文献４】特開２００４－３５４５９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明は、前記従来技術に鑑みてなされたものであり、シート状基材が十分に密着して
閉塞効果が高いにもかかわらず、皮膚に対する刺激やべたつき感がなく、しっとりとした
潤いを付与するとともに、付与した潤いの持続性にも優れる皮膚用パック化粧料を提供す
ることを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　即ち、本発明は、
〔１〕ヒドロキシアルキル尿素、多価アルコールおよび増粘性高分子を含有する組成物を
シート状基材に含浸させてなる皮膚用パック化粧料、
〔２〕増粘性高分子が、アクリル酸アルキル共重合体である前記〔１〕に記載の皮膚用パ
ック化粧料、
〔３〕更に、リン脂質重合体を含有してなる前記〔１〕又は〔２〕に記載の皮膚用パック
化粧料、
〔４〕リン脂質重合体が、２－メタクリロイルオキシエチルホスホリルコリン・メタクリ
ル酸ブチル共重合体である前記〔３〕に記載の皮膚用パック化粧料、並びに
〔５〕前記シート状基材が、不織布である前記〔１〕～〔４〕の何れかに記載の皮膚用パ
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ック化粧料
に関する。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の皮膚用パック化粧料は、シート状基材が十分に密着して高い閉塞効果を奏する
とともに、皮膚に対する刺激やべたつき感がなく、しっとりとした潤いを付与することが
できるという効果を奏する。更には、付与した潤いの持続性にも格段に優れた効果を奏す
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　本発明の皮膚用パック化粧料に含浸させる組成物は、ヒドロキシアルキル尿素、多価ア
ルコールおよび増粘性高分子を含有する。
【００１３】
　ヒドロキシアルキル尿素は、尿素が有する水素原子の少なくとも一つが炭素数２～４の
ヒドロキシアルキル基で置換された尿素誘導体である。具体的には、Ｎ－（２－ヒドロキ
シエチル）尿素、Ｎ－（３－ヒドロキシプロピル）尿素、Ｎ－（２－ヒドロキシプロピル
）尿素、Ｎ－（２，３－ジヒドロキシプロピル）尿素、Ｎ－（４－ヒドロキシブチル）尿
素、Ｎ－（３－ヒドロキシブチル）尿素、Ｎ－（２－ヒドロキシブチル）尿素、Ｎ－（２
，３－ジヒドロキシブチル）尿素などのモノ（ヒドロキシアルキル）尿素；Ｎ，Ｎ－ビス
（２－ヒドロキシエチル）尿素、Ｎ，Ｎ’－ビス（２－ヒドロキシエチル）尿素、Ｎ，Ｎ
－ビス（２－ヒドロキシプロピル）尿素、Ｎ，Ｎ’－ビス（２－ヒドロキシプロピル）尿
素などのビス（ヒドロキシアルキル）尿素などを例示することができる。これら成分は、
１種を単独で用いてもよく、２種以上を適宜組合せて用いることもできる。好適なヒドロ
キシアルキル尿素としては、べたつき感や皮膚への刺激を抑え、優れた風合いを付与する
ことができるとともに、持続のよい潤いを付与する観点から、モノ（ヒドロキシアルキル
）尿素を用いることが好ましく、Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）尿素を用いるのが、より
好ましい。
【００１４】
　ヒドロキシアルキル尿素の含有量は、所望の効果が付与されるのであれば特に限定され
ないが、通常、持続のよい潤いを付与する観点から、組成物中、０．０５重量％以上が好
ましく、より好ましくは０．１重量％以上である。また、べたつき感や皮膚刺激を抑制す
る観点から、組成物中、５重量％以下が好ましく、より好ましくは３重量％以下である。
これらの観点から、ヒドロキシアルキル尿素の含有量は、好ましくは０．０５～５重量％
、より好ましくは０．１～３重量％である。
【００１５】
　尚、本発明に用い得るヒドロキシエチル尿素は、市販品を用いることもできる。具体的
には、例えば、Ｈｙｄｒｏｖａｎｃｅ（商品名，ナショナル　スターチ　アンド　ケミカ
ル社製）などを例示することができる。
【００１６】
　多価アルコールとしては、グリコール類、グリセリン類などが挙げられる。グリコール
類としては、例えば、エチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコ
ール、ポリエチレングリコール、プロピレングリコール、ジプロピレングリコール、イソ
プレングリコール、１，３－ブチレングリコール、１，２－ブタンジオール、１，２－ペ
ンタンジオール、１，２－ヘキサンジオール、１，２－オクタンジオール、１，２－デカ
ンジオールなどを例示することができる。グリセリン類としては、例えば、グリセリン、
濃グリセリン、ジグリセリン、ポリグリセリンなどを例示することができる。これら成分
は、１種を単独で用いてもよく、２種以上を適宜組合せて用いることもできる。
【００１７】
　多価アルコールの含有量は、所望の効果が付与されるのであれば特に限定されないが、
通常、しっとり感を付与する観点から、組成物中、１０重量％以上が好ましく、より好ま
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しくは１２重量％以上である。また、べたつき感や皮膚刺激を抑制する観点から、２５重
量％以下が好ましく、より好ましくは２０重量％以下である。これらの観点から、多価ア
ルコール分の含有量は、組成物中、１０～２５重量％が好ましく、より好ましくは１２～
２０重量％である。
【００１８】
　増粘性高分子としては、水溶性を有する天然高分子、半合成高分子、合成高分子などが
挙げられる。天然高分子としては、具体的には、アラビアゴム、トラガントガム、グアガ
ム、キサンタンガム、ローカストビーンガム、カラヤガム、アイリスモス、クインスシー
ド、ゼラチン、セラック、ロジン、カゼインなどを例示することができる。半合成高分子
としては、カルボキシメチルセルロースナトリウム、ヒドロキシエチルセルロース、メチ
ルセルロース、エチルセロース、アルギン酸ナトリウム、エステルガム、ニトロセルロー
ス、ヒドロキシプロピルセルロース、ヒドロキシプロピルメチルセルロース、結晶セルロ
ースなどを例示することができる。合成高分子としては、アクリル酸・メタクリル酸アル
キル共重合体、アクリル酸・ポリオキシエチレンアルキルイタコン酸共重合体、アクリル
酸アルキル・メタクリル酸ポリオキシエチレンアルキルエーテル共重合体、アクリル酸・
アクリル酸ヒドロキシアルキル共重合体、アクリル酸・メタクリル酸ポリオキシエチレン
アルキルエーテルクロスポリマー、アクリル酸・ネオデカン酸ビニルクロスポリマーなど
のアクリル酸アルキル共重合体、ポリビニルアルコール、ポリアクリル酸ナトリウム、カ
ルボキシビニルポリマー、ポリビニルメチルセルロース、ポリアミド樹脂などを例示する
ことができる。これら成分は、１種を単独で用いてもよく、２種以上を適宜組合せて用い
ることもできる。好適な増粘性高分子としては、垂れ落ちを抑制し、密着感を向上させる
観点から、アクリル酸アルキル共重合体を用いることが好ましく、中でも、アクリル酸・
メタクリル酸アルキル共重合体を用いることがより好ましい。
【００１９】
　増粘性高分子としてアクリル酸アルキル共重合体やカルボキシビニルポリマーを用いる
場合は、通常、塩基性物質で中和して用いられる。塩基性物質としては、例えば、トリエ
タノールアミン、モノエタノールアミンなどのアルカノールアミン類、アンモニア、水酸
化ナトリウム、水酸化カリウムなどの無機塩基、アルギニンなどの塩基性アミノ酸などが
例示される。また、塩基性物質の添加量は、アクリル酸・メタクリル酸アルキル共重合体
を中和するのに充分な量であり、これら成分の種類や使用量に応じて適宜配合すればよい
。
【００２０】
　増粘性高分子の含有量は、所望の効果が付与されるのであれば特に限定されないが、通
常、垂れ落ちを抑制し、密着を高め閉塞効果を付与する観点から、組成物中、０．０１重
量％以上が好ましく、より好ましくは０．０５重量％以上である。また、べたつき感を抑
制する観点から、好ましくは２重量％以下、より好ましくは１重量％以下であることが望
ましい。これらの観点から、増粘性高分子の含有量は、組成物中、０．０１～２重量％が
好ましく、より好ましくは０．０５～１重量％である。
【００２１】
　尚、本発明に用い得るアクリル酸・メタクリル酸アルキル共重合体は、市販品を用いる
こともできる。具体的には、例えば、ＣＡＲＢＯＰＯＬ　ＥＴＤ２０２０，１３４２，１
３８２、ＰＥＭＵＬＥＮ　ＴＲ－１，ＴＲ－２（商品名，いずれもＢＦ　Ｇｏｏｄｒｉｃ
ｈ社製）などを例示することができる。
【００２２】
　また、本発明の組成物には、潤いの持続性を更に向上させるために、リン脂質重合体を
含有させることができる。用いられるリン脂質重合体の具体例としては、例えば、ポリメ
タクリロイルオキシエチルホスホリルコリン、２－メタクリロイルオキシエチルホスホリ
ルコリン・メタクリル酸ブチル共重合体、２－メタクリロイルオキシエチルホスホリルコ
リン・メタクリル酸ブチル・メタクリル酸ナトリウム共重合体、２－メタクリロイルオキ
シエチルホスホリルコリン・２－ヒドロキシ－３－メタクリロイルオキシプロピルトリメ



(5) JP 5004162 B2 2012.8.22

10

20

30

40

50

チルアンモニウムクロリド共重合体、２－メタクリロイルオキシエチルホスホリルコリン
・メタクリル酸ステアリル共重合体などを例示することができる。これら成分は、１種を
単独で用いてもよく、２種以上を適宜組合せて用いることもできる。好適なリン脂質重合
体としては、上記観点から、２－メタクリロイルオキシエチルホスホリルコリン・メタク
リル酸ブチル共重合体を用いることが好ましい。
【００２３】
　リン脂質重合体の含有量は、所望の効果が付与されるのであれば特に限定されないが、
通常、潤いの持続性を向上させる観点から、組成物中、０．０１重量％以上が好ましく、
より好ましくは０．０３重量％以上である。また、べたつき感を抑制する観点から、好ま
しくは１重量％以下、より好ましくは０．５重量％以下であることが望ましい。これらの
観点から、リン脂質重合体の含有量は、組成物中、０．０１～１重量％が好ましく、より
好ましくは０．０３～０．５重量％である。
【００２４】
　尚、本発明に用い得る２－メタクリロイルオキシエチルホスホリルコリン・メタクリル
酸ブチル共重合体は、市販品を用いることもできる。具体的には、例えば、Ｌｉｐｉｄｕ
ｒｅ－ＰＭＢ（商品名，日本油脂社製）などを例示することができる。
【００２５】
　本発明の組成物には、本発明の効果を損なわない範囲内であれば、上記した成分の他に
通常化粧品に用いられる成分、例えば、高級アルコール、低級アルコール、界面活性剤、
紫外線吸収剤、金属イオン封鎖剤、香料、酸化防止剤、防腐剤、清涼剤、ビタミン類、植
物抽出物、ｐＨ調整剤などを目的に応じて適宜配合することができる。
【００２６】
　次に、本発明に用いられるシート状基材について説明する。本発明に用いられるシート
状基材としては、上記した組成物が含浸されるものであれば特に限定されないが、紙、織
布又は不織布などを用いることができる。具体的には、針葉樹、広葉樹などの木材繊維、
ケナフ（アオイ科の一年草）、サトウキビ、竹などの植物繊維、古紙繊維などを原料とす
る紙；アクリル、レーヨン、ポリエステル、セルロース、アセテートなどの合成繊維；コ
ットンなどの天然繊維およびこれらの混綿による織布又は不織布などを例示することがで
きる。好適なシート状基材としては、加工がし易く、皮膚に対する使用感が優れている観
点から、不織布を用いることが好ましい。また、これらシートの表面には、エンボス加工
が施されていてもよい。
【００２７】
　尚、本発明に好適に用い得るシート状基材の市販品の具体例としては、例えば、コット
エース（商品名，ユニチカ社製）、サンモアＫ（商品名，三省紙業社製）、ベンリーゼ（
商品名，旭化成社製）などを例示することができる。
【００２８】
　シート状基材の形状については、使用する部位に応じて成型されれば特に限定されない
が、例えば、正方形、長方形、台形、菱形、円形、楕円形、半円形、三日月形、樽形、鼓
形などの形状を例示することができる。更には、前記形状を有するシートに切れ込み部、
くり抜き部、凹凸部などの成型を施してもよい。
【００２９】
　本発明の皮膚用パック化粧料の使用形態としては、予めシート状基材に上記組成物を含
浸させ包装具に収納された形態のものを用いてもよく、使用直前にシート状基材に上記組
成物を含浸させて用いてもよい。また、シート状基材に含浸させる上記組成物の量は、特
に限定されないが、シート状基材１重量部に対して、上記組成物を２～４０重量部が好ま
しく、より好ましくは５～３０重量部である。
【００３０】
　予めシート状基材に上記組成物を含浸させ包装具に収納された形態のものを用いる場合
、用いられる包装具は特に限定されないが、含浸される組成物中の成分の揮発を防止する
ことができる包装具を用いることが好ましい。このような包装具としては、例えば、内面
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に金属層が積層又は蒸着された樹脂製の包装具を例示することができる。包装具内の皮膚
用パック化粧料の内容枚数は、特に限定されないが、含浸される組成物中の成分の揮発を
防止する観点から、１枚１枚個別包装されることが好ましい。一方、使用直前にシート状
基材に上記組成物を含浸させて用いる場合、用いられる包装具および内容枚数は特に限定
されない。
【００３１】
　本発明の皮膚用パック化粧料の使用方法としては、特に限定されないが、例えば、上記
組成物を含浸済み又は含浸させたシートを適用部位に空気が入らないように密着させパッ
クを行い、一定時間放置後、シートを剥がす方法を例示することができる。パックを施す
時間については、持続性に優れる保湿効果を付与する観点から、５～３０分程度放置する
と良い。更に、皮膚上に残った上記組成物を手の平や指先などを用い、皮膚に馴染ませる
ことで本発明の効果をより優れたものとすることができる。また、洗い流しを行っても行
わなくても特に限定されないが、持続性に優れる保湿効果を付与する観点から、洗い流し
を行わない方が好ましい。
【００３２】
　尚、本発明の皮膚用パック化粧料は、額、目元、目じり、頬、口元などの顔面、肘、指
先、膝、かかとなどの部位に好適に用いることができる。
【実施例】
【００３３】
　以下、本発明を実施例に基づいて更に詳細に説明するが、本発明はこれら実施例にのみ
限定されるものではない。尚、配合量は、特記しない限り「重量％」を表す。
【００３４】
（試料の調製１）
　表１および表２に記した組成に従い組成物を調製後、半径１０ｃｍの円形の不織布（サ
ンモアＫ，三省紙業社製）に、不織布１ｇに対して組成物１０ｇを含浸させて実施例１～
４および比較例１～４の各皮膚用パック化粧料とし、下記評価に供した。結果をそれぞれ
表１および表２に併記する。
　尚、評価はすべて、２３℃、湿度６０％の恒温恒湿の一定条件下で実施した。
【００３５】
（試験例１：閉塞効果および皮膚刺激の評価）
　化粧を施していない女性評価パネル２０名により、各実施例および各比較例で得られた
皮膚用パック化粧料を顔面に密着させ、塗布後０～１５分間の閉塞効果および皮膚刺激に
ついて下記評価基準に従って官能評価した。
【００３６】
＜密着感の評価基準＞
◎：２０名中１６名以上が垂れ落ちずに密着し、閉塞効果に優れると回答
○：２０名中１１～１５名が垂れ落ちずに密着し、閉塞効果に優れると回答
△：２０名中６～１０名が垂れ落ちずに密着し、閉塞効果に優れると回答
×：２０名中５名以下が垂れ落ちずに密着し、閉塞効果に優れると回答
【００３７】
＜皮膚刺激の評価基準＞
◎：２０名中１６名以上がヒリヒリ感・チクチク感を感じないと回答
○：２０名中１１～１５名がヒリヒリ感・チクチク感を感じないと回答
△：２０名中６～１０名がヒリヒリ感・チクチク感を感じないと回答
×：２０名中５名以下がヒリヒリ感・チクチク感を感じないと回答
【００３８】
（試験例２：使用直後のべたつき感および潤い感の評価）
　上記女性評価パネル２０名により、試験例１を実施後、シートを剥がした直後のべたつ
き感および潤い感を下記評価基準に従って官能評価した。
【００３９】
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＜べたつき感の評価基準＞
◎：２０名中１６名以上がべたつかないと回答
○：２０名中１１～１５名がべたつかないと回答
△：２０名中６～１０名がべたつかないと回答
×：２０名中５名以下がべたつかないと回答
【００４０】
＜潤い感の評価基準＞
◎：２０名中１６名以上がしっとりとした潤いがあると回答
○：２０名中１１～１５名がしっとりとした潤いがあると回答
△：２０名中６～１０名がしっとりとした潤いがあると回答
×：２０名中５名以下がしっとりとした潤いがあると回答
【００４１】
（試験例３：潤いの持続性の評価）
　上記評価パネル２０名により、試験例２の６時間後の潤い感について、下記評価基準に
従って官能評価した。
【００４２】
＜潤いの持続性の評価基準＞
◎：２０名中１６名以上がしっとりとした潤いがあり、持続に優れると回答
○：２０名中１１～１５名がしっとりとした潤いがあり、持続に優れると回答
△：２０名中６～１０名がしっとりとした潤いがあり、持続に優れると回答
×：２０名中５名以下がしっとりとした潤いがあり、持続に優れると回答
【００４３】
【表１】

【００４４】
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【表２】

【００４５】
　表１および表２に示された結果から、各実施例の皮膚用パック化粧料は、各比較例のも
のと対比して、塗布時には、密着による閉塞効果に優れ、ヒリヒリ・チクチクと言った刺
激がないことが分かる。また、塗布直後にはべたつかないしっとりとした潤いがあり、そ
の潤いが持続していることが分かる。
【００４６】
　以下、本発明に係る皮膚用パック化粧料の処方例を示す。尚、含有量は重量％である。
【００４７】
（処方例１）
　Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）尿素　　　　　　　　　　　　　１．０
　濃グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０
　ジプロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０
　ポリエチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
　１，２－オクタンジオール　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
　２－メタクリロイルオキシエチルホスホリルコリン
　　　・メタクリル酸ブチル共重合体　　　　　　　　　　　　　０．１
　アクリル酸・メタクリル酸アルキル共重合体　　　　　　　　　０．２
　水酸化カリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
　ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油　　　　　　　　　　　　　　０．５
　キレート剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適　量
　防腐剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適　量
　香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適　量
　精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　部
　合　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０
【００４８】



(9) JP 5004162 B2 2012.8.22

10

（処方例２）
　Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）尿素　　　　　　　　　　　　　２．０
　１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　５．０
　ジプロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０
　ポリエチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０
　１，２－オクタンジオール　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
　２－メタクリロイルオキシエチルホスホリルコリン
　　　・メタクリル酸ブチル共重合体　　　　　　　　　　　　　０．５
　アクリル酸・メタクリル酸アルキル共重合体　　　　　　　　　０．１
　キサンタンガム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
　水酸化カリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０８
　ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油　　　　　　　　　　　　　　０．５
　キレート剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適　量
　防腐剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適　量
　香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適　量
　精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　部
　合　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０



(10) JP 5004162 B2 2012.8.22

10

20

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   Ａ６１Ｑ  19/00     (2006.01)           Ａ６１Ｑ  19/00    　　　　          　　　　　

(72)発明者  占部　駿
            大阪市中央区十二軒町５番１２号　株式会社マンダム中央研究所内

    審査官  八次　大二朗

(56)参考文献  特開平０４－０９５０１５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０００－１４３４７７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００３－０３４６１５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－１７０９４１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００３－１０４８６０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－００８５２０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－０２２０４７（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ６１Ｋ　　　８／４２　　　　
              Ａ６１Ｋ　　　８／０２　　　　
              Ａ６１Ｋ　　　８／３４　　　　
              Ａ６１Ｋ　　　８／５５　　　　
              Ａ６１Ｋ　　　８／８１　　　　
              Ａ６１Ｑ　　１９／００　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	overflow

